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1.　高 分 子 塗布 洗 浄 法（ 仮称 ） と も い うべ き 全 く 新 ら

し い観 点 に 立 つ洗 浄 方 法 を松 川 が 提 案 し ， 昨 年 度 の 本 学

会 総 会 に そ の 趣 旨 を 発 表し た。（ 工 化,   G2.   1584,   1892

（1959 ）,  63,   1030,   1441 （1960 ） 他 ） し かし こ れ ら に用

い た被 洗 布 は ，主 とし て 日本 油化 学 協 会 暫 定 案 に よ る 人

工 汚 染 綿 布（ 同協 会 編， 油 脂化 学 便 覧,   p. 654  （ 丸善 ）

1958 ） を 用 い た も の で あ り，本 洗 浄 法 を 実 際 の 汚 れ に応

用 す る に は な お数 多 く の段 階 の洗 浄 試 験 を要 す る も の と

考 え， そ れ ら の う ち の主 要 な点 に つい て検 討 を加 え た。

2. 被 洗 布 に高 分 子 水 溶 液 を塗 布 ・浸 漬 ・撒 布 等 に よ

っ て 吸 収 さ せ ，乾 燥 後 に水 ま たは 洗 剤 水 溶 液 を用 い て洗

浄 を施 す も の で あ り, 通 常 の洗 浄 方 法 よ りも温 か に高 い

洗 浄 効 率 が 得 ら れ ， ま た 始 め か ら 高 分 子 と 界 面 活性 剤 と

の混 合液 を被 洗 布 に適 用 し ， 乾 燥 後 にこ れ を水 だけ で洗

浄 す る こ と も さ ら に効 果 を増 し 得 る。 試 験 布 に よ る洗 浄

試 験 は 油化 学 案 に 準 じ ， 被 洗 布 はい ろい ろに 変 えた が，

人 工 汚 れ成 分 も な る べ く同 案 に従 っ た。 実地 の汚 れ を用

い る場 合 に も同 案 に沿 い 布 表 面 反 射 率 の差 か ら洗 浄 率 を

判 定し た。

3.　疎 水 性 繊 維 （ 例: テ ト ロ ン） に は 高 分 子 溶 液 だけ

め塗 布 に よ る水 洗 浄 は効 果 が ない が， 界 面活 性 剤 と の混

合 塗 布 で は 効 果 が 上 が る。 汚 れ は 固 型 粒 子 だけ のほ う が

洗 浄 効 果 が著 し く，固 型 油 脂 が増 す と効 果 がな い 。 CMC

やSA を用 い る場 合 ， や は り乾 燥 過 程 が必 要 で あ る が加

熱 乾 燥 で も よい 。 そ の他 。


